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●研究内容 

経済理論を基に、以下のような研究（経済分析）を

行っています。 

 

（１）最新の経済成長理論（内生的経済成長モデル）を

用いて、研究開発活動が経済や環境に及ぼす影響、それ

に付随する産業政策の提言および実証分析を行ってい

ます。具体的には、研究開発部門で創出されるアイデア

（具体的には特許）が経済成長率にどのように関係し、

さらに経済成長率を高めるために、産業政策として研究

開発部門にどのような政策を施せばよいのかなどを研

究しています。 

（２）グローバルな視点として、発展途上国と先進国と

の関係を、人的資本格差、技術格差・所得格差の観点か

ら、理論的および実証的分析を行っています。たとえば、

人的資源の賦存を反映する熟練の格差がどの程度経済

格差を引き起こすのかを分析し、格差是正のための方策

を研究しています。 

（３）公共経済の観点から、環境問題や産業連関を分析

しています。環境問題に関しては、環境保全活動をどの

ように支援していくのかを考察し、また、現在、研究段

階にある産業連関分析に関しては、より密接な分析のた

め、ミクロレベルでの最終財の経済波及効果を研究して

います。 

 

●期待される成果と応用 

（１）従来のモデルが対応できない経済分析を行うため

に、新たな経済モデルを構築することになり、このモデ

ル化は新時代（例えばＩＴやＲ＆Ｄなど）に対応できる

ものとなります。この新しいモデルを用いることによっ

て、新たな視点から経済が分析できることになり、さら

に、コンピューターを用いて実証分析および種々のシミ

ュレーションが可能となります。これによって、マクロ

的な観点（日本全体）からミクロ的観点（地方レベル）

までの政策提言が可能となり、従来のモデルでは対応で

きない汎用性の高いモデルとその実践的な使用ができ

ることになります。 

（２）先進国と発展途上国との経済格差を分析すること

により、わたしたちが、発展途上国とどのように接した

らよいのか、あるいはどのような支援を行えばよいのか

が解明され、経済政策（特にＯＤＡ－政府開発援助）の

あり方を探求できるようになります。 

（３）内生的経済成長モデルのもとで種々の環境問題を

扱いことができ、公共活動の立場から、環境保全活動等

に対して、政府や地方自治体がどのように取り組めばよ

いのか（環境保全活動を補助するための助成金の関係）

が明らかにされます。また、現在、研究段階である細分

化された産業連関表を用いて、詳細な産業の特徴・特性

が分析でき、産業戦略・政策の提言などが可能となりま

す。 

 

●想定される連携先 

 

・経済研究所 

・官公庁 

・経済産業団体 
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Research 
Fields： 

Economic Growth Theory,, 
Development Economics, Economic Policy 
 

Keywords： Endogenous Economic Growth, Innovation, R&D,
South-North Problem, Income Inequality, 
Input-Output Studies  

 

●Research Topics 
 
     Based on the economic theory, the following researches 

(Economic analysis) are performed. 

 

(1) Endogenous Growth Theory :  

Using the latest growth theory ( endogenous growth 

model ), how research and development ( R&D) 

influences the economy and environment are analyzed, 

and from the results of the model analysis, the 

implications about industrial policies are suggested and 

empirical analysis are performed  

 

(2) Economic Development : 

As the global point of view, the relationship between 

developing and developed countries is theoretically and 

empirically analyzed in terms of differentials of human 

capital, technology and income. 

 

(3) Environmental Problem and Input-Output Analysis : 

   As the public economic point of view, environmental 

problems and input-output relations are analyzed. 

    Especially, input-output analysis is now researching for  

subdivided industrial field.   

 

 

 

 

●Expected Results and Application 
 

(1) Suggestions for economic policy based on the new model 

which will be fitted for new age ( IT and R&D etc. ), 

and modeling fitted for economic environment. 

(2) Suggestions for economic policy in development 

economics, such as how to use ODA, how to support the 

developing countries economically. 

(3) Suggestions for environmental problem and industrial 

policy from subdivided input-output analysis    

 

 

●Potential Partners 
 

・ Economic research institute 

・ Public office ( municipal, prefectural and governmental 

office )  

・ Economic and industrial federations 


